
組立・設置説明書

ご注意
取り付け前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。
この説明書では、商品を安全に正しく取り付けていただくために、必ずお守りいただくことを、お知らせしています。
使用者や他の人々への危害や物的損害を未然に防止するために、必ずお守りください。

商品の機能が十分に発揮されるように、この説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。

トールキャビネット・ウォールキャビネット

ご注意
湿気の多い場所では、木部が膨潤する原因になります
ので設置しないでください。
特に浴室内には、設置しないでください。

取り付けは必ず平滑な壁面としてください。

キャビネットの壁固定部分には、壁面に固定用木さん
を入れてください。

キャビネットを取り付ける床面、壁面はクロス貼り
などの仕上げを施してください。

コンクリート壁の場合、現物に合わせて壁固定用ねじ
位置に下穴をあけ、壁固定用ねじに合ったプラグ（引き
抜き強度：1,000Ｎ以上／本）を打ち込んでおいてくだ
さい。プラグは壁固定用ねじに合わせて現場にて準備
してください。
（プラグ用の下穴は必ずご使用プラグ指定のドリル径
　であけてください。）

天井フィラーを取り付ける場合は、キャビネット設置
前に天井フィラーの組立・設置説明書をご覧ください。

ＬTSLA０１５・０２５・０３０・０４５型
ＬＷＬＡ０１５・０２５・０３０・０４５型

取付ねじをカラまわり（空転）させない

浴室など湿気の多い場所へ設置しない

壁固定用ねじ取り付け位置に
木さんを入れて補強する
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13mm以下

木さん

キャビネットが転倒、落下し
けがをするおそれがあります。

必ず実行必ず実行

取り付け後、全てのねじが確実に
固定されていること、扉の傾き・
がたつき・丁番のゆるみがないか
を必ず確認する

木部の膨潤、変形など
によりキャビネットが
外れてけがをする
おそれがあります。

故障及び転落・転倒してけがをする
おそれがあります。

使用中にキャビネット・扉が落下して
けがをするおそれがあります。

禁止

洗面ボウルの上にのらない

130

180

330

250

300

45075150

F,L

W
,L

カウンター高さ
　　　Ａ

トール
キャビネット

40
0

536

バッ
ク
パ
ネ
ル

Ｄ（
壁
固
定
用
ね
じ
位
置
） E（

壁
固
定
用
ね
じ
位
置
）

F（
壁
固
定
用
ね
じ
位
置
）

Ｂ
Ｃ

31
4

32
0

トール用
ウォールキャビネット

G
（壁固定用
 ねじ位置）

H
（壁固定用ねじ位置）

禁止

（建築工事）
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（幅90×厚み30）

商品裏面から
木さんまでは
13mm以下
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6 トールキャビネットの取り付け （番号順に取り付けてください。）
〈外側〉 〈化粧鏡連結側〉

〈150サイズの場合〉 〈250～450サイズの場合〉

（2）切り欠き部の上側を　ドライバーで
　　化粧板側（外側）から突き破る
　　※内側から突くと化粧板が欠けます。

（1）切り欠き部に合わせ、のこぎりで切り
　　込みをいれる
　　※外側は電源コードに合わせて切り
　　　欠いてください。

（3）突き破った部分をナイフで仕上げる

（2）突き破った部分をナイフで仕上げる

（1）切り欠き部を　ドライバーで化粧板
　　側（化粧鏡連結側）から突き破る
　 ※内側から突くと化粧板が欠けます。
　

外側
外側

（
1
4
）

外側

化粧
鏡

連結
側

化粧
鏡

連結
側

外側

外側
コード取り出し部 コード取り出し部

化粧鏡連結側化粧鏡連結側

トールキャビネットの裏を電源コードが通る場合は、トールキャビネットの裏面を
化粧鏡のコード取り出し位置に合わせ、　ドライバーで化粧板側（外側）から突き
破ってください。

電源コードの取り出し1

パッキン
(厚み2mm)壁固定用ねじ

（φ5.2×55）

フロア部 ミドル部
穴ふさぎ用※2

化粧キャップ

150サイズ

壁固定用ねじ
（φ5.2×55）

1本

2本

1本

2本

3個2本

2本

－

1個

連結用ねじ※1
（φ3.9×28）

化粧
キャップ

4個

パッキン
(10×10)

 

連結用ねじ※1
（φ3.9×28）

－

2本250・300・
450サイズ

1個

化粧
キャップ

4個

4個

－

－

1個

すき間
パッキン
(2×10)

【トールキャビネット付属部品明細】

※1： 隣接キャビネットがない場合は、使用しません。
※2： 壁、もしくは隣接するキャビネットがある場合は使用しません。

【ウォールキャビネット付属部品明細】

【トールキャビネットセット品番明細】

数
量

壁固定用ねじ
（φ5.2×55）

化粧
キャップ

セット品番 ミドルキャビ フロアキャビ
LTSLA015ANL型 LLLA015GNL型 LBLA015ANG型LTSLA015ANR型 LLLA015GNR型
LTSLA015BNL型 LLLA015GNL型 LBLA015BNG型LTSLA015BNR型 LLLA015GNR型
LTSLA025AGL型 LLLA025GNL型 LBLA025ANL型
LTSLA025AGR型 LLLA025GNR型 LBLA025ANR型
LTSLA025BGL型 LLLA025GNL型 LBLA025BNL型
LTSLA025BGR型 LLLA025GNR型 LBLA025BNR型
LTSLA025ANL型 LLLA025GNL型 LBLA025ANG型LTSLA025ANR型 LLLA025GNR型
LTSLA025BNL型 LLLA025GNL型 LBLA025BNG型LTSLA025BNR型 LLLA025GNR型
LTSLA030AGL型 LLLA030GNL型 LBLA030ANL型
LTSLA030AGR型 LLLA030GNR型 LBLA030ANR型
LTSLA030BGL型 LLLA030GNL型 LBLA030BNL型
LTSLA030BGR型 LLLA030GNR型 LBLA030BNR型
LTSLA030ANL型 LLLA030GNL型 LBLA030ANG型LTSLA030ANR型 LLLA030GNR型
LTSLA030BNL型 LLLA030GNL型 LBLA030BNG型LTSLA030BNR型 LLLA030GNR型
LTSLA030AGL型 LLLA045GNL型 LBLA045ANL型
LTSLA045AGR型 LLLA045GNR型 LBLA045ANR型
LTSLA045BGL型 LLLA045GNL型 LBLA045BNL型
LTSLA045BGR型 LLLA045GNR型 LBLA045BNR型
LTSLA045ANL型 LLLA045GNL型 LBLA045ANG型LTSLA045ANR型 LLLA045GNR型
LTSLA045BNL型 LLLA045GNL型 LBLA045BNG型LTSLA045BNR型 LLLA045GNR型

化粧鏡

－

－

－

数 

量

150サイズ

250・300・
450サイズ

名 称

連結用ねじ※1
（φ3.9×28）

2本

4本

3本

4本

5個

8個

1個

1個

名 称

外側化粧鏡
連結側

トール
キャビネット



フロアキャビネットの取り付け6

ミドルキャビネットの連結７
フロア部のダボにミドル部の
ダボ穴を合わせて、セットして
ください。

エンドスペーサーの取り付け（別売品）5

B

取付用ねじ（2本）
（φ3.5×13）
※エンドスペーサーに
　付属されています。

取付用ねじ（7本）
（φ3.5×13）
※エンドスペーサーに
　付属されています。

キャビネットと前面および下面を
合わせてください。

（トールキャビネット用エンドスペーサー・・・LELA040GTT＊D/G）

設置レイアウトよりエンドスペーサーが必要な場合は、次の要領で別売品のエンド
スペーサーを取り付けてください。

※エンドスペーサー幅は最小5mm、最大30mm対応可能です。
※エンドスペーサーは、カッターまたはシャーパーでカット可能です。

・

（1）寸法を測定し、エンドスペーサーをカットしてください。

〈ドア枠がある場合〉

〈すき間がある場合〉

A寸法を測定し、エンドスペーサーを
（A+5）mmにカットしてください。

・エンドスペーサーを取り付けるキャビネットを所定の位置に仮り置きしてください。
・壁とのすき間B寸法を測定し、エンドスペーサーをB寸法にカットしてください。
・仮り置きしたキャビネットを取り外してください。

ドア枠

A
エンドスペーサー

カット代

A+5

エンドスペーサー

カット代

B

（2）キャビネットにエンドスペーサーを合わせ、ねじ取り付け位置をけがいてください。
（3）けがき位置に下穴（φ2.5×5）をあけてください。
（4）エンドスペーサーを下穴に合わせ、取付ねじを取り付けてください。
　　その際、エンドスペーサーの着脱ができるよう取付ねじの高さを調節してください。
（5）エンドスペーサーを取り外し、キャビネットを壁固定したあと、差し込んでください。

※カウンター高さ750の場合は、
　L寸法にカットしてください。

Lカウンター高さ
750
800

598
カットなし

1112

L

キャビネットの仮置き・水平確認4

パッキンの取り付け2

フロア部を付属の壁固定用座付タッピンねじ（Φ5.2×55）で固定する。
※壁不陸がある場合、ライナー（現場調達）を　
　入れて垂直に固定してください。

140

パッキン（2×10）
キャビネット
側に貼り付ける

すき間パッキン（10mm）
洗面化粧台とキャビネットの
すき間にパッキンをカットして
取り付けてください。

パッキン（2mm）
（250・300・450）
ミドルとフロアの間に
取り付けてください。

飛び出し分カット

すき間パッキン

洗面化粧台
側に貼り付ける

面一

面一

面一

すき間パッキン

ライナー
（現場調達）

床

 取り付け完了後、元に戻してください。
 外した扉・引出しは傷がつかないように養生等をして保管ください。

（扉・引き出しの取り外しかた・取り付けかたは、8）取り付け完了後の確認と清掃をご参照ください。）

キャビネットの扉・引き出しを外す3

 キャビネットを設置位置に仮置きする。
床の水平が出ていない場合は、ライナー（現場調達）
を入れて調整する。
ライナー（現場調達）で調整する前に、転倒防止の
包装材を取り外してください。

ダボ

フロアキャビネット

（φ5.2×55）

壁固定用
座付タッピンねじ

化粧キャップ



棚板裏

ウォールキャビネットの取り付け （番号順に取り付けてください。）
エンドスペーサーの取り付け（別売品）

〈トール用ウォールキャビネットの場合〉〈ウォールキャビネットの場合〉

取付ねじ（4本）（φ3.5×13）
※エンドスぺーサーに付属
　されています

取付ねじ（2本）（φ3.5×13）
※エンドスぺーサーに付属
　されています

（トール用ウォールキャビネット用エンドスペーサー…LELA040GWT＊D/G）
（ウォールキャビネット用エンドスペーサー……………LELA040GWN＊D/G）

設置レイアウトよりエンドスペーサーが必要な場合は、次の要領で別売品のエンド
スペーサーを取り付けてください。

※エンドスペーサー幅は最小5mm、最大40mm対応可能です。
※エンドスペーサーは、カッターまたはシャーパーでカット可能です。

・

（1）寸法を測定し、エンドスペーサーをカットしてください。

（2）キャビネットにエンドスペーサーを合わせ、ねじ取り付け位置をけがいてください。
（3）けがき位置に下穴（φ2.5×5）をあけてください。
（4）エンドスペーサーを下穴に合わせ、取付ねじを取り付けてください。
　　その際、エンドスペーサーの着脱ができるよう取付ねじの高さを調節してください。
（5）エンドスペーサーを取り外し、キャビネットを壁固定したあと、差し込んでください。

〈ドア枠がある場合〉

〈すき間がある場合〉

A寸法を測定し、エンドスペーサーを（A+5）mmにカットしてください。

・エンドスペーサーを取り付けるキャビネットを所定の位置に仮り置きしてください。
・壁とのすき間B寸法を測定し、エンドスペーサーをB寸法にカットしてください。
仮り置きしたキャビネットを取り外してください。

ドア枠

A
エンドスペーサー
カット代

A+5

エンドスペーサー
カット代

B

B

7

ミドルキャビネットの取り付け8

キャビネットの連結（隣接するキャビネットがある場合）9

〈洗面化粧台以外と連結する場合〉

〈洗面化粧台と連結する場合〉

キャビネットの内側より付属の連結用
ねじ（4本）で隣接するキャビネットと
固定してください。

シリコーン系シール材

隣接するキャビネットの内側から付属
の連結用ねじ（2本）でキャビネットを
固定してください。

ライナー

棚板の取り付け10

洗面化粧台とすき間処理11

シリコーン系シール材を充てんする
水漏れし、家財などに損害を与える原因に
なります。

この部分を
シールしてください。

棚板

棚受ダボ

ライナー
連結用ねじ（2本）

棚板

棚受ダボ

ミドル部を付属の壁固定用座付タッピン
ねじ（φ5.2×55）で固定する。
※壁不陸がある場合、ライナー（現場
　調達）を入れて垂直に固定してく
　ださい。 （φ5.2×55）

壁固定用
座付タッピンねじ

（現場調達）
ライナー化粧キャップ

（φ3.9×28）

化粧キャップ（2個）

（φ3.9×28）
化粧キャップ（4個）連結用ねじ（4本）



面一

面一

※扉・前板の傾き・がたつきなど丁番・レールのゆるみがないことを確認し、必ず調整をしてください。

8 取り付け完了後の確認と清掃

〈 〉ウォールキャビネットの下にミドルキャビネットまたは
サイドキャビネットがある場合

パッキンの取り付け2 キャビネットの連結4

付属の壁固定用ねじ（4本）で壁に確実に固定して
ください。

※壁がゆがんでいると、キャビネット本体がゆがんで
　取り付きますので、ライナー (現場調達 )を入れて
　垂直に固定してください。

※コンクリート壁の場合、現物に合わせて壁固定用
　ねじ位置に下穴をあけ、壁固定用ねじに合った
　プラグ（引き抜き強度：1000Ｎ以上 / 本）を
　打ち込んでおいてください。プラグは壁固定用
　ねじに合わせて現場にて準備してください。
　（プラグ用の下穴は必ず使用プラグ指定のドリル
　  径であけてください。）

キャビネットの取り付け3

7 ウォールキャビネットの取り付け（つづき） 

トール用ウォール

化粧キャップ

連結用ねじ(2本)
（φ3.9×28）

化粧キャップ

ウォール

連結用ねじ(2本)
（φ3.9×28）

隣接するキャビネットの内側から付属の連結用ねじでキャビネットを固定してください。
※隣接するキャビネットと前面を面一にてすき間のないように固定してください。
※取付ねじで固定する時は、下穴を設けてください。

パッキン（2×10）※ウォールキャビネットに付属されています。
ミドルまたは
サイドの上面に貼り付ける

ミドルまたはサイド

❶❶  押押すす

❷❷  ははね上ね上げげるる

❶❶  引っ引っ掛掛けけるる

❷❷
押押しし込込むむ

〈上下調整〉
調整ねじをゆるめて
両手で支えながら調整し、
調整後ねじを締める

調整ねじを回して調整
〈前後調整〉

〈左右調整〉
調整ねじを回して調整
※回し過ぎに注意　（ねじが脱落（破損）し、調整できなくなります。）

重 要

【取り外し】

【調整方法】

【取り付け】

扉と引き出しの調整は電動工具を使わ
ないで、ハンドドライバーを使用して
必ず手回しで行う
破損の原因となり、使用中に落下してけがを
するおそれがあります。　

1 開き扉

2 引き出し

扉取り付け後は、扉と扉の左・右・上・下のすき間が
均等、扉表面が面一となる様に調整する

引き出し取り付け後は必ず引き出しを2～3回最後まで
押し込み、引き出しを引き出した状態で扉を下に押して
も引き出しの背板が持ち上がらないことを確認する
正確に取り付けられていないと、使用中に引き出しが外れて
けがをするおそれがあります。　　　

【取り外し】

 ❶ 完全に引き出す

❷ 手前を少し持ち上げ、
引っ張りながら一度下ろす

❸そのまま引き抜く

❶ 引き出し側面
　のキャップを
　取り外す

❷上下調節ねじ
を回して調
整する

上

上
下

下

上下調整ねじ

❶ 引き出し側面
　のキャップを
　取り外す

❷左右調節ねじ
を回して調
整する

左右調整ねじ

左

左

右
右

❶カバーキャップを
　キャビネット奥行き
方向にスライドさせる

❷ 中の部品を回転させ
　 て調整する

前

前
後

後

〈上下調整〉

〈左右調整〉

〈傾き調整〉

壁固定用ねじ(4本)
（φ5.2×55）

化粧キャップ

上

前 右

下

後 左

ギャラリーバー

ギャラリーバー部分を
持たない
ギャラリーバーが外れて引き出
しが落下し、けがをするおそれ
があります。　

❶ レールを奥まで押し込む

❷ 引き出しをレールの上に置き、
そのまま押し込む
※「カチャ」と音がして、ロックされる

【取り付け】

カチャ



【取り付け】【取り外し】

【扉を閉じるときのスピード調整のしかた】

スライドラックタイプ3

内側のトレーを外し、外側からレバーを
操作することもできます。

❷ レバーを内側に押し込みながら、引き出し
を上方向へ持ち上げる

❶ 引き出しを完全に引き出す

❶

❷

無理に外さないでください
（作動不良や破損の原因）

レールを完全に引き出す

ブレ止めに通しながら、レールに置く

必ず実施してください
（引き出しの落下・ 破損の原因）

左右のレールの先端部を前板側へ最後まで確実に引き寄せる

ブレ止め

差し込む

②

「カチカチッ」と音がしてロックされます。
取り付け後は2～3回開閉して、確実に取り付けられて
いることを確認してください。
スムーズに動くか、ぐらつきはないか確認してください。

そのまま押し込む

④

❷
❸

❹

❶

サイレントシステムを
押しながら調整ダイヤルを
反時計回りに回す

サイレントシステムを
押さずに調整ダイヤルを
時計回りに回す
※サイレントシステムが
　伸びます。

※サイレントシステムが
　縮みます。

時計回り

サイレントシステム

調整ダイヤル

※上側の丁番のみ
〈速く閉める〉 〈遅く閉める〉

※本図は左扉の調整方法を
　示します。
　右扉でも回す方向は変わり
　ません。

反時計回り

 

注意 

①
前板

レール先端部

③

約6～9mm

電動ドライバー禁止

必ず実行 扉が落下してけがをするおそれがあります。

調整後、上下調整ねじをしっかり締め付けて
ゆるみのないことを確認する部材が破損し扉の脱落につながり、

けがをするおそれがあります。

〈前後のずれ〉
プッシュラッチを回して調整する。
※扉が開かない場合は、左へ回してください。

プッシュラッチの調整4

有機溶剤（シンナー・アセトンなど）の使用は表面の変色・変質の原因に
なりますので、絶対に使用しないでください。
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